
広 報 紙

※本紙発行後にスケジュールが変更になる場合があります。最新情報は当協議会ホームページでご確認ください。
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講座などのご案内 ※スケジュール変更の場合はホームページなどでお知らせします。

荻窪地域区民センター協議会からのお知らせ
12月19日（火）	午後1時～　会場：第1・2集会室
1月30日（火）	午後1時～　会場：第1・2集会室
※委員会は一般公開です。傍聴を希望される方は
　事務局までお申し込みください。

委員会の
日程

荻窪地域区民センター　杉並区荻窪2-34-20　　☎3398-9125　【休館日】第2・4月曜日と20日・12/28～1/4
本天沼区民集会所　　　杉並区本天沼2-12-10　☎5310-4633　【休館日】第1・3月曜日・12/28～1/4

発行：荻窪地域区民センター協議会	 〒167-0051	杉並区荻窪2-34-20　☎3398-9127　FAX	3398-9128ホームページ　https://ogikubokyougikai.sakura.ne.jp/

講座名 内容・講師 開催日・時間 定 員 参加費 申込締切

二期会メゾソプラノ歌手
ひらやす かつこが歌う
日本の歌と世界の歌

親しみやすく、メロディの美しい歌曲を表現豊か
に感情を込めて歌うコンサートです。

歌：ひらやす かつこ╱ピアノ：醍醐抄代子
1月25日（木）

午後2時〜3時30分 40名 200円 1月7日（日）

「犬神家の一族」から学ぶ遺言
こんな遺言で大丈夫？相続を争族にしないため
の遺言を。行政書士が「遺言のいろは」を語ります。
東京都行政書士会杉並支部出張講座。

講師：池尻亜希子（行政書士）

2月3日（土）
午後1時〜3時 40名 200円 1月21日（日）

第45回 アート展
地域のみなさんからの募集した作品を展示しま
す。絵画、写真、工芸、陶芸、彫金、染色、書、短歌、俳
句、手芸、表装、その他。

2月23日（祝・金）
午前10時〜午後4時

24日（土）
午前10時〜午後3時

− 無料 −

●場　　所：杉並区立郷土博物館分館（杉並区天沼3-23-1	天沼弁天池公園内）
●開館時間：午前9時～午後5時
●休	館	日：毎週月曜日と第3木曜日、年末年始（12月28日～1月4日）、

1月8日（月・祝）は開館、翌日休館
●観	覧	料：無料

郷土博物館分館 問合せ：☎5347-9801

西棟1・2階展示室

　伊東忠太、前川國男、芦原義信、船越徹、黒川紀章、六角鬼丈、伊東
豊雄、隈研吾、青木淳など、日本を代表する著名な建築家たちが、公
共建築物をはじめとする数多くの作品を杉並に残しています。今
回の企画展では、杉並の主要な公共建築の模型を一堂に集め、設計
図面や関係図書などとともに展示し、建築物と杉並の景観デザイ
ンとの関わりについて紹介します。

【開催期間】令和5年10月28日（土）～令和6年1月14日（日）

「建築模型からみる杉並のデザイン」
─公共建築と景観─

2023・24
12月・1月
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「地域からのお知らせ」のコーナーに掲載したい地域情報がありましたら、
センター協議会へFAXでご連絡ください。FAX.3398-9128

春の子どもまつり開催案内

おひなさまと写真を撮ろう！

●日　時：令和6年3月3日（日） 午前10時〜午後2時
●場　所：荻窪地域区民センター　●参加費：無料

・折り紙でおひなさまを作ろう
・キャンディレイを作ろう
・木のおもちゃで遊ぼう
・ダンスを楽しもう
・マルシェコーナー：ポップコーン、綿菓子、
クッキー、パン、飲料販売

【講座の申込方法】　[講座の申込方法]	往復はがきに加え、荻窪地域区民センター協議会ホームページ（右の二次元コード）からも申込ができます。
応募締切の数日後に結果をご連絡します。応募者多数の場合は抽選です。

◆往復はがきの場合（1人1枚）①受講講座名、②住所、③氏名（フリガナ）、④年齢、⑤電話番号を明記の上、
　荻窪地域区民センター協議会（〒167-0051	荻窪2-34-20）宛お申し込みください。
◆ホームページの場合受講希望の講座にアクセスし、フォームに沿って必要事項を入力し、お申し込みください。
　なお、ホームページの開催案内の掲載開始は申込締切日の概ね1ヶ月前を予定しています。 地域アートとの出会い！

日　時：令和6年2月23日（祝・金）午前10時～午後4時
24日（土）午前10時～午後3時

会　場：荻窪地域区民センター　主　催：荻窪地域区民センター協議会

第45回 第45回 アート展アート展

作品を募集します！
応募締切：12月22日（金）必着
出展申込方法：「申込書」「出品規定」は荻窪地域区民センター協議会事務局で配布しています。
協議会HPからもダウンロードできます。

「申込書」に必要事項をご記入の上、荻窪地域区民センター協議会へ郵送・持参・FAXで提出してください。
＊詳細は荻窪地域区民センター協議会事務局へお問い合わせください。

荻窪小学校ソーランクラブ ヴォラーレ 木のおもちゃで遊ぼう 荻窪高校軽音楽部

ファンカ・ヒップ ハロウィン撮影 母親クラブつくし ニュースポーツ体験 杉並産新鮮野菜販売

　秋晴れの日曜日、当協議会メインイベント「おぎくぼセンター祭」が約800人の来場者をお迎えし、にぎやかに開催されました。マルシェ
では花の販売、近隣農家の新鮮野菜直販、パンや和菓子のコーナー、恒例のポップコーンや綿菓子の実演販売などで大賑わい。また苗木配
布や、歌やダンスなど5グループの発表の他、8団体によるさまざまな展示、実演があり、ご家族揃って楽しんでいただけるお祭りでした。
　荻窪高校の生徒さんたちを含め、地域の方々にたくさんご協力いただき、本当にありがとうございました。HPにも写真を載せました
のでご覧ください。

第45回 おぎくぼセンター祭おぎくぼセンター祭開催報告
10月29日（日）

区内在住、在勤、在学のみなさまから
広く募集した作品を展示します。

★絵　画：油絵・日本画・水彩画・水墨画・版画・デッサンなど
★彫　刻：木・金属・石など
★工　芸：陶芸・木竹・彫金・染色など
★その他：写真・書道・短歌・俳句・華道・手芸 など



★消火栓マンホール
回りがオレンジ色に塗られた物が消火栓マ

ンホール。1本20メートルのホースが5本ある
ので、最大100メートルの長さになります。そ
のホースを使って貯水槽から給水します。

★街頭消火器
歩道には50メートル間隔で赤いケースに入った消火器が設置さ

れています。所々に大型の赤いボックスに入った消火器がありま
す。上荻中央町会のエリアには36本置いてあります。是非歩きな
がら確認してみてください。

★これからの展望
防災倉庫があることを大勢の人に認知してもらい、備品の棚卸

やポンプのエンジン点検をするためにも、街かど防災訓練や消火
訓練を商店街などに声をかけてやりたいです。せっかく倉庫に備
品があってもいざという時に活用できなかったら人災ですから、
意識を高めスキルアップしながら、使い方のわかる人を増やして
いかなければなりません。

防災に関してもっと知りたい方や、活動に興味のある方は下記
にご連絡ください。

みんなの力で私たちの「命」と「町」を守っていきましょう！

★偶然にもあの日……
2011年3月11日、荻窪白山親和会（2023

年5月から上荻中央町会）は貸し切りバスで
第6方面消防救助機動部隊（足立区）に防災
研修に行っていたのです。救助活動の見学と
防災体験をしたにもかかわらず、その後の被
害状況には呆然としました。

★町会防災会
通常の火災は消防署から消火に駆けつけてくれますが、このよ

うな大震災が起きた時は「自助共助公助」で先ずは自分たちで助
け合わなければなりません。隣に火が出たら住民が自力で消火活
動をしなければ間に合わないのです。そのための町会防災会です。

★町会防災倉庫
2023年2月、白山神社参道から荻窪タウンセブン前、青梅街

道の歩道橋下に町会防災倉庫が移転し、多くの人の目につく場所
に設置されました。倉庫の中には、救命担架・電光掲示板・拡声
器・トランシーバー・D級ポンプやホース等が備え付けられてい
ます。（問題なのは歩道橋にやって来る鳩の糞害と、倉庫をふさ
ぐように自転車を停める人がいることです）

第32回

「荻窪の記憶」
こぼればなし上荻中央町会防災会

シリーズ第5回は、上荻中央町会防災会会長・今村光延（こうえん）さんと一緒に
街を歩きながら、防火・防災の備えについて伺いました。
※上荻中央町会は荻窪駅北口の青梅街道から環八四面道方面とJR中央線に挟まれた地域をメインにした町会です。

消える荻窪の記憶
「古い家のない町は、思い出のない人間のようだ」といったの
は日本画家の東山魁夷ですが、荻窪の記憶を伝えてくれる建物
や樹木が、年々、姿を消していくのは寂しいことです。

荻窪地域区民センター協議会OB　松井和男

▲南荻窪には戦
前に建てられた
立派な洋館が多
かったのですが、
次々に姿を消し
つつあります。
丸い窓が印象的
だったこの建物も
その一つです。

▲鮮やかなブルーの色が戦後の解放感や明るさを感じさせてく
れた教会通りのクリーニング店「東京社」。もう、半年以上前か
ら店を閉じています。

▲関東大震災の罹災者への住宅供給を目的に設立された同潤会
は、鉄筋コンクリート造のアパートの建設で有名ですが、昭和3
年以後、立地のよい郊外で、庭付き戸建て住宅の分譲をはじめ
ました。これは、そのときに建てられ、本天沼に昨年まで残って
いた同潤会の戸建て住宅です。

▲昨年10月に伐採された
アカマツの大木。戦前、こ
の木が立っていた善福寺川
左岸の丘の上には、恩地
孝四郎（版画家）、田河
水泡（漫画家）、田中青
坪（日本画家）、神津港
人（洋画家）が住み、「画
家村」と呼ばれていました。

荻窪荻窪のの人人とと
集集いのいの場場

第5回

開催案内 開催案内

二期会メゾソプラノ歌手
ひらやす かつこが歌う 日本の歌と世界の歌 「犬神家の一族」から学ぶ遺言

東京都行政書士会杉並支部出張講座 【遺言・相続】

●日　時：令和6年1月25日（木）
●時　間：午後2時〜3時30分
●会　場：荻窪地域区民センター
●定　員：40名　●参加費：200円
＊詳細はP4をご覧ください。

ひらやす かつこ
武蔵野音大声楽科卒業、91年文化庁芸術家在外研修員、国
際交流基金芸術派遣員としてドイツ、イタリア、オーストリ
ア、ロシアに国費留学。
ソリスト、二期会会員。認定臨床心理療法士、カウンセラー。 二期会メゾソプラノ ＊詳細はP4をご覧ください。

●日　時：令和6年2月3日（土）
●時　間：午後1時〜3時
●講　師：池尻亜希子

（東京都行政書士会杉並支部）
●会　場：荻窪地域区民センター
●定　員：40名
●参加費：200円
●申込締切：1月21日（日）

その遺言で大丈夫？
相続を争族にしないための遺言を。
行政書士が『遺言のいろは』を
語ります。

池尻亜希子講師（行政書士）
行政書士会のゆるキャラ
「ユキマサ」くん

今村光延さん

タウンセブン前歩道橋下防災倉庫 倉庫内部防災倉庫看板

消火栓マンホール

防火水槽・消火栓の配置図消火器（大）消火器（旧）消火器（新）

～ひらやす かつこと共に～ 第二回 新春に歌う
◆第一部 日本の歌　◆第二部 世界の歌
歌：ひらやす かつこ╱ピアノ：醍醐抄代子

　参加者約40名を迎え「関東大震災から100年！ 防災フォー
ラム」が開催されました。
　1日目は『住んでいい町、ダメな町』著者の大木裕子氏によ
る講演「知らないと後悔する、自然災害への目線」、続いて杉並
区市街地整備課及び防災課職員による講演が行われました。
展示室の「防災用品あっせん」「地震被害想定（多摩東部直下地
震）」「地震に関する地域危険度」（杉並区）を閲覧後、グループ
討議を行いました。疑問点などを整理し、最後の全体討議で講
師と意見交換をしました。鋭い質問、貴重な提案などもあり、参
加者の防災に対する認識がより一層深まったと思います。2日
目も1日目に引き続き、展示を行いました。

第2回目はオレンジ╱アンバーワイン
　1回目はロゼワイン、2回目は白ブ
ドウを使って赤ワインのように造っ
たオレンジ色のオレンジワイン。
　アロマティックな白ワインのよう
な香りと、赤ワインのような渋味と苦
味を併せ持った飲みごたえのある味
わいで、ワインと相性があまり良くな
い料理ともマッチ。上田講師の解説
に耳を傾けながら、ワインとオードブ
ルを楽しみました。和やかな雰囲気
で笑顔が絶えませんでした。
　ちなみに、この「オレンジワイン」と
いう呼び名はイギリスのワイン商が
2000年代に作った造語で、オレンジ
ワインの伝統的な産地であるジョー
ジア（グルジア）はアンバーワインと
いう名称を使用するそうです。

開催報告 開催報告

防災フォーラム 大人のワイン教室

講演風景 講師：田村氏（防災課）、草間氏（市街地整備課）、大木氏

9月30日（土）・10月1日（日） 9月21日（木）・10月5日（木）

上荻中央町会 防災会会長 今村光延　TEL：090-2499-6522
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品があってもいざという時に活用できなかったら人災ですから、
意識を高めスキルアップしながら、使い方のわかる人を増やして
いかなければなりません。

防災に関してもっと知りたい方や、活動に興味のある方は下記
にご連絡ください。

みんなの力で私たちの「命」と「町」を守っていきましょう！

★偶然にもあの日……
2011年3月11日、荻窪白山親和会（2023

年5月から上荻中央町会）は貸し切りバスで
第6方面消防救助機動部隊（足立区）に防災
研修に行っていたのです。救助活動の見学と
防災体験をしたにもかかわらず、その後の被
害状況には呆然としました。

★町会防災会
通常の火災は消防署から消火に駆けつけてくれますが、このよ

うな大震災が起きた時は「自助共助公助」で先ずは自分たちで助
け合わなければなりません。隣に火が出たら住民が自力で消火活
動をしなければ間に合わないのです。そのための町会防災会です。

★町会防災倉庫
2023年2月、白山神社参道から荻窪タウンセブン前、青梅街

道の歩道橋下に町会防災倉庫が移転し、多くの人の目につく場所
に設置されました。倉庫の中には、救命担架・電光掲示板・拡声
器・トランシーバー・D級ポンプやホース等が備え付けられてい
ます。（問題なのは歩道橋にやって来る鳩の糞害と、倉庫をふさ
ぐように自転車を停める人がいることです）

第32回

「荻窪の記憶」
こぼればなし上荻中央町会防災会

シリーズ第5回は、上荻中央町会防災会会長・今村光延（こうえん）さんと一緒に
街を歩きながら、防火・防災の備えについて伺いました。
※上荻中央町会は荻窪駅北口の青梅街道から環八四面道方面とJR中央線に挟まれた地域をメインにした町会です。

消える荻窪の記憶
「古い家のない町は、思い出のない人間のようだ」といったの
は日本画家の東山魁夷ですが、荻窪の記憶を伝えてくれる建物
や樹木が、年々、姿を消していくのは寂しいことです。

荻窪地域区民センター協議会OB　松井和男

▲南荻窪には戦
前に建てられた
立派な洋館が多
かったのですが、
次々に姿を消し
つつあります。
丸い窓が印象的
だったこの建物も
その一つです。

▲鮮やかなブルーの色が戦後の解放感や明るさを感じさせてく
れた教会通りのクリーニング店「東京社」。もう、半年以上前か
ら店を閉じています。

▲関東大震災の罹災者への住宅供給を目的に設立された同潤会
は、鉄筋コンクリート造のアパートの建設で有名ですが、昭和3
年以後、立地のよい郊外で、庭付き戸建て住宅の分譲をはじめ
ました。これは、そのときに建てられ、本天沼に昨年まで残って
いた同潤会の戸建て住宅です。

▲昨年10月に伐採された
アカマツの大木。戦前、こ
の木が立っていた善福寺川
左岸の丘の上には、恩地
孝四郎（版画家）、田河
水泡（漫画家）、田中青
坪（日本画家）、神津港
人（洋画家）が住み、「画
家村」と呼ばれていました。

荻窪荻窪のの人人とと
集集いのいの場場

第5回

開催案内 開催案内

二期会メゾソプラノ歌手
ひらやす かつこが歌う 日本の歌と世界の歌 「犬神家の一族」から学ぶ遺言

東京都行政書士会杉並支部出張講座 【遺言・相続】

●日　時：令和6年1月25日（木）
●時　間：午後2時〜3時30分
●会　場：荻窪地域区民センター
●定　員：40名　●参加費：200円
＊詳細はP4をご覧ください。

ひらやす かつこ
武蔵野音大声楽科卒業、91年文化庁芸術家在外研修員、国
際交流基金芸術派遣員としてドイツ、イタリア、オーストリ
ア、ロシアに国費留学。
ソリスト、二期会会員。認定臨床心理療法士、カウンセラー。 二期会メゾソプラノ ＊詳細はP4をご覧ください。

●日　時：令和6年2月3日（土）
●時　間：午後1時〜3時
●講　師：池尻亜希子

（東京都行政書士会杉並支部）
●会　場：荻窪地域区民センター
●定　員：40名
●参加費：200円
●申込締切：1月21日（日）

その遺言で大丈夫？
相続を争族にしないための遺言を。
行政書士が『遺言のいろは』を
語ります。

池尻亜希子講師（行政書士）
行政書士会のゆるキャラ
「ユキマサ」くん

今村光延さん

タウンセブン前歩道橋下防災倉庫 倉庫内部防災倉庫看板

消火栓マンホール

防火水槽・消火栓の配置図消火器（大）消火器（旧）消火器（新）

～ひらやす かつこと共に～ 第二回 新春に歌う
◆第一部 日本の歌　◆第二部 世界の歌
歌：ひらやす かつこ╱ピアノ：醍醐抄代子

　参加者約40名を迎え「関東大震災から100年！ 防災フォー
ラム」が開催されました。
　1日目は『住んでいい町、ダメな町』著者の大木裕子氏によ
る講演「知らないと後悔する、自然災害への目線」、続いて杉並
区市街地整備課及び防災課職員による講演が行われました。
展示室の「防災用品あっせん」「地震被害想定（多摩東部直下地
震）」「地震に関する地域危険度」（杉並区）を閲覧後、グループ
討議を行いました。疑問点などを整理し、最後の全体討議で講
師と意見交換をしました。鋭い質問、貴重な提案などもあり、参
加者の防災に対する認識がより一層深まったと思います。2日
目も1日目に引き続き、展示を行いました。

第2回目はオレンジ╱アンバーワイン
　1回目はロゼワイン、2回目は白ブ
ドウを使って赤ワインのように造っ
たオレンジ色のオレンジワイン。
　アロマティックな白ワインのよう
な香りと、赤ワインのような渋味と苦
味を併せ持った飲みごたえのある味
わいで、ワインと相性があまり良くな
い料理ともマッチ。上田講師の解説
に耳を傾けながら、ワインとオードブ
ルを楽しみました。和やかな雰囲気
で笑顔が絶えませんでした。
　ちなみに、この「オレンジワイン」と
いう呼び名はイギリスのワイン商が
2000年代に作った造語で、オレンジ
ワインの伝統的な産地であるジョー
ジア（グルジア）はアンバーワインと
いう名称を使用するそうです。

開催報告 開催報告

防災フォーラム 大人のワイン教室

講演風景 講師：田村氏（防災課）、草間氏（市街地整備課）、大木氏

9月30日（土）・10月1日（日） 9月21日（木）・10月5日（木）

上荻中央町会 防災会会長 今村光延　TEL：090-2499-6522



広 報 紙

※本紙発行後にスケジュールが変更になる場合があります。最新情報は当協議会ホームページでご確認ください。

こ
れ
か
ら
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

12
月

●
1
日・8
日・15
日
金

	

「
背
骨
を
鍛
え
よ
う
！	

腰
痛
ス
ッ
キ
リ
体
操
」

●
9
日・23
日・1
月
13
日・27
日
土

	

「
初
心
者
の
た
め
の
俳
句
教
室
」

	

～
句
会
を
楽
し
む
～

●
10
日
日 「
荻
窪
寄
席
」

●
10
日
日 

地
域
交
流
会「
こ
み
ゅ
に
亭
カ
フ
ェ
」

	

ナ
タ
リ
ア
さ
ん
と
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
ク
リ
ス
マ
ス
料
理
を

	

み
ん
な
で
作
っ
て
語
り
合
お
う

●
22
日
金	

ア
ー
ト
展
作
品
応
募
締
切

令
和
6
年
1
月

●
25
日
木

	

「
ひ
ら
や
す	

か
つ
こ
が
歌
う	

日
本
の
歌
と
世
界
の
歌
」

●
30
日
火	

広
報
紙「
わ
た
し
の
お
ぎ
く
ぼ
」

	

№
3
6
7	

2・3
月
号
発
行

2
月

●
3
日
土	「『
犬
神
家
の
一
族
』か
ら
学
ぶ
遺
言
」

●
10
日
土	「
地
域
懇
談
会
」

●
23
日
金・24
日
土	「
第
45
回	

ア
ー
ト
展
」

3
月

●
3
日
日 「
春
の
子
ど
も
ま
つ
り
」

●
9
日
土	「
夫
婦
で
学
ぶ
産
後
ケ
ア
」

	

～
産
ん
だ
ら
な
ん
と
か
な
り
ま
せ
ん
か
ら
！
～

●
10
日
日 

地
域
交
流
会「
こ
み
ゅ
に
亭
カ
フ
ェ
」

●
12
日
火	

広
報
紙「
わ
た
し
の
お
ぎ
く
ぼ
」

	

№
3
6
8	

4・5
月
号
発
行

●
18
日
月	「
武
蔵
野
自
然
探
訪
」

	

～
善
福
寺
川
緑
地
の
春
～

	

（
集
合：関
東
バ
ス「
シ
ャ
レ
ー
ル
荻
窪
入
口
」バ
ス
停
前
）

※
イ
ベ
ン
ト・講
座
等
は
変
更
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

※
会
場
明
記
の
な
い
も
の
は
全
て
、荻
窪
地
域
区
民
セ
ン

タ
ー
が
会
場
で
す
。

※
問
い
合
わ
せ
先：荻
窪
地
域
区
民
セ
ン
タ
ー
協
議
会

☎
0
3-

3
3
9
8-

9
1
2
7

講座などのご案内 ※スケジュール変更の場合はホームページなどでお知らせします。

荻窪地域区民センター協議会からのお知らせ
12月19日（火）	午後1時～　会場：第1・2集会室
1月30日（火）	午後1時～　会場：第1・2集会室
※委員会は一般公開です。傍聴を希望される方は
　事務局までお申し込みください。

委員会の
日程

荻窪地域区民センター　杉並区荻窪2-34-20　　☎3398-9125　【休館日】第2・4月曜日と20日・12/28～1/4
本天沼区民集会所　　　杉並区本天沼2-12-10　☎5310-4633　【休館日】第1・3月曜日・12/28～1/4

発行：荻窪地域区民センター協議会	 〒167-0051	杉並区荻窪2-34-20　☎3398-9127　FAX	3398-9128ホームページ　https://ogikubokyougikai.sakura.ne.jp/

講座名 内容・講師 開催日・時間 定 員 参加費 申込締切

二期会メゾソプラノ歌手
ひらやす かつこが歌う
日本の歌と世界の歌

親しみやすく、メロディの美しい歌曲を表現豊か
に感情を込めて歌うコンサートです。

歌：ひらやす かつこ╱ピアノ：醍醐抄代子
1月25日（木）

午後2時〜3時30分 40名 200円 1月7日（日）

「犬神家の一族」から学ぶ遺言
こんな遺言で大丈夫？相続を争族にしないため
の遺言を。行政書士が「遺言のいろは」を語ります。
東京都行政書士会杉並支部出張講座。

講師：池尻亜希子（行政書士）

2月3日（土）
午後1時〜3時 40名 200円 1月21日（日）

第45回 アート展
地域のみなさんからの募集した作品を展示しま
す。絵画、写真、工芸、陶芸、彫金、染色、書、短歌、俳
句、手芸、表装、その他。

2月23日（祝・金）
午前10時〜午後4時

24日（土）
午前10時〜午後3時

− 無料 −

●場　　所：杉並区立郷土博物館分館（杉並区天沼3-23-1	天沼弁天池公園内）
●開館時間：午前9時～午後5時
●休	館	日：毎週月曜日と第3木曜日、年末年始（12月28日～1月4日）、

1月8日（月・祝）は開館、翌日休館
●観	覧	料：無料

郷土博物館分館 問合せ：☎5347-9801

西棟1・2階展示室

　伊東忠太、前川國男、芦原義信、船越徹、黒川紀章、六角鬼丈、伊東
豊雄、隈研吾、青木淳など、日本を代表する著名な建築家たちが、公
共建築物をはじめとする数多くの作品を杉並に残しています。今
回の企画展では、杉並の主要な公共建築の模型を一堂に集め、設計
図面や関係図書などとともに展示し、建築物と杉並の景観デザイ
ンとの関わりについて紹介します。

【開催期間】令和5年10月28日（土）～令和6年1月14日（日）

「建築模型からみる杉並のデザイン」
─公共建築と景観─

2023・24
12月・1月

No.366
11月28日発行

「地域からのお知らせ」のコーナーに掲載したい地域情報がありましたら、
センター協議会へFAXでご連絡ください。FAX.3398-9128

春の子どもまつり開催案内

おひなさまと写真を撮ろう！

●日　時：令和6年3月3日（日） 午前10時〜午後2時
●場　所：荻窪地域区民センター　●参加費：無料

・折り紙でおひなさまを作ろう
・キャンディレイを作ろう
・木のおもちゃで遊ぼう
・ダンスを楽しもう
・マルシェコーナー：ポップコーン、綿菓子、
クッキー、パン、飲料販売

【講座の申込方法】　[講座の申込方法]	往復はがきに加え、荻窪地域区民センター協議会ホームページ（右の二次元コード）からも申込ができます。
応募締切の数日後に結果をご連絡します。応募者多数の場合は抽選です。

◆往復はがきの場合（1人1枚）①受講講座名、②住所、③氏名（フリガナ）、④年齢、⑤電話番号を明記の上、
　荻窪地域区民センター協議会（〒167-0051	荻窪2-34-20）宛お申し込みください。
◆ホームページの場合受講希望の講座にアクセスし、フォームに沿って必要事項を入力し、お申し込みください。
　なお、ホームページの開催案内の掲載開始は申込締切日の概ね1ヶ月前を予定しています。 地域アートとの出会い！

日　時：令和6年2月23日（祝・金）午前10時～午後4時
24日（土）午前10時～午後3時

会　場：荻窪地域区民センター　主　催：荻窪地域区民センター協議会

第45回 第45回 アート展アート展

作品を募集します！
応募締切：12月22日（金）必着
出展申込方法：「申込書」「出品規定」は荻窪地域区民センター協議会事務局で配布しています。
協議会HPからもダウンロードできます。

「申込書」に必要事項をご記入の上、荻窪地域区民センター協議会へ郵送・持参・FAXで提出してください。
＊詳細は荻窪地域区民センター協議会事務局へお問い合わせください。

荻窪小学校ソーランクラブ ヴォラーレ 木のおもちゃで遊ぼう 荻窪高校軽音楽部

ファンカ・ヒップ ハロウィン撮影 母親クラブつくし ニュースポーツ体験 杉並産新鮮野菜販売

　秋晴れの日曜日、当協議会メインイベント「おぎくぼセンター祭」が約800人の来場者をお迎えし、にぎやかに開催されました。マルシェ
では花の販売、近隣農家の新鮮野菜直販、パンや和菓子のコーナー、恒例のポップコーンや綿菓子の実演販売などで大賑わい。また苗木配
布や、歌やダンスなど5グループの発表の他、8団体によるさまざまな展示、実演があり、ご家族揃って楽しんでいただけるお祭りでした。
　荻窪高校の生徒さんたちを含め、地域の方々にたくさんご協力いただき、本当にありがとうございました。HPにも写真を載せました
のでご覧ください。

第45回 おぎくぼセンター祭おぎくぼセンター祭開催報告
10月29日（日）

区内在住、在勤、在学のみなさまから
広く募集した作品を展示します。

★絵　画：油絵・日本画・水彩画・水墨画・版画・デッサンなど
★彫　刻：木・金属・石など
★工　芸：陶芸・木竹・彫金・染色など
★その他：写真・書道・短歌・俳句・華道・手芸 など


